
数学科

単元目標

・等式の性質を見いだし、それを使って方
程式の解を求める方法を考えることができ
る。

理科
単元目標

・物が水に溶ける量や様子に着目して、水の
温度や量などの条件を制御しながら、物の溶
け方の規則性を調べる活動を通して、それら
についての理解を図り、観察、実験などに関
する技能を身に付けるとともに、主に予想や
仮説を基に、解決の方法を発想する力や主体
的に問題解決しようとする態度を養うことが
できるようにする。（小５）

ICT活用とｶﾘｷｭﾗﾑ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを取り入れたキャリア教育とESDの視点に立った授業実践 ９月３日（水）３校時 １年２組

実践・工夫点・アウトプットの実践内容（箇条書き・写真等）

・小学校第５学年で学習した天秤の性質から、等式の性質を発見させた。

・等式の性質を、１次方程式の解を求める方法へと発展させ、生徒の思考を促した。

・「数学の世界Web（大日本図書）」を活用し、天秤を視覚化し、１人１台端末上で作業することで等式の性質との関連を
図った。

成果

・天秤の性質と関連させたことで、方程式の両辺に「同じ数や式」を
加える（など）ということが意識づけられた。

・等式の性質を使うことで、数を代入して解を求めるよりも遙かに簡単
に速く解を求められることを実感でき、自分たちでそれを発見できたこ
とへの喜びを感じることができた。

・自分の考えを、１人１台端末上で操作しすぐに結果として表れること
もあり、考えながら試してみる生徒の姿が見られた。

今後に向けて

・小学校の学習との関連、他教科との関連を実感できるような授業
を今後も行い、点と点がつながって線になり、やがてそれがネット
ワーク上になるような深い学びを伴う授業を実践していきたい。

・「等式の性質」を使って、「移行」へと発展させ、それが形式的
ではなく今回の授業の考え方を使っていることをおさえさせたい。

教科横断（カリキュラム・マネジメント）の視点 ＥＳＤの視点

キャリア教育の視点
ＩＣＴ活用

（数学の世界

Web）カリマネ教科

×

メイン教科

⇒

育成する資質・能力 概念 能力・態度

知識・技能 知識・技能

論理的思考力 多様性 批判的に考える力 人間関係・社会形成

即時性言語能力・コミュニケーション力 相互性 計画を立てる力

自己理解・自己管理

思考・判断・表現 思考・判断・表現

課題発見・解決能力 有限性 多画的思考

自立的活動力 公平性 コミュニケーション力

課題対応 共有性

学びに向かう力・
人間性等

学びに向かう力・
人間性等

人間関係調整力 連携生 他者と協力する

社会参画力・未来づくり 責任制

つながりの尊重

キャリアプランニング 保存性
進んで参加する


